
第5章恐慌から戦時下への大和売薬

売
薬
印
紙
税
の
廃
止
は
、
売
薬
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
励
承
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
新
規
得
意
先
の
拡
張
に
い
っ
そ
う
努
め

る
機
会
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。
生
産
価
額
で
は
、
前
年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
一
九
二
六
年
末
の
方
数
（
銘
柄
数
）
、
生
産
総
個
数
は
大

幅
に
伸
び
て
い
る
。
対
前
年
の
伸
び
は
、
方
数
で
八
○
○
余
、
生
産
総
個
数
で
四
一
八
○
万
個
余
に
達
し
た
。
多
品
種
、
少
量
生
産
と
し

状
況
を
、
表
１
に
示
そ
う
。

売
薬
製
造
一
九
二
六
年
つ
ま
り
昭
和
元
年
は
、
わ
ず
か
一
週
間
し
か
な
く
、
ま
さ
に
波
乱
に
富
ん
だ
幕
あ
け
で
あ
っ
た
が
、
大

へ
の
影
響
正
か
ら
昭
和
へ
の
移
り
変
り
は
、
売
薬
業
に
と
っ
て
も
一
時
期
を
画
す
る
も
の
が
あ
る
。
一
九
三
ハ
年
（
大
正
一
召

三
月
売
薬
業
界
が
多
年
そ
の
廃
止
を
訴
え
て
い
た
売
薬
印
紙
税
廃
止
が
決
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
売
薬
業
関
係
者
の
経
費
負
担
が
軽
減

し
、
そ
の
う
え
印
紙
税
分
の
払
い
戻
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
の
金
融
恐
慌
、
そ
し
て
一
九
二
九
年

（
昭
和
四
）
の
世
界
恐
慌
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
経
済
に
深
刻
な
不
況
を
も
た
ら
し
た
。
一
般
に
、
昭
和
恐
慌
と
い
う
の
は
金
融
恐

慌
を
含
め
る
の
が
通
説
で
あ
ろ
う
が
、
売
薬
業
が
受
け
た
影
響
も
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
こ
の
時
期
の
大
和
売
薬
業
の
生
産

第
五
章
恐
慌
か
ら
戦
時
下
へ
の
大
和
売
薬

１
昭
和
恐
慌
下
の
大
和
売
薬
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①

司
戸

表 1大和売薬の生産状況
(その1）

職 工
（年末現在）

数

…|篇
｜総 脳病其ノ他神経病薬

総数｜男｜女｜方数｜個数’ 価額｜方数|個数｜価数
２
４
５
３
５
５

人
一
師９

円

8,045,031

8,483,310

、
画
一
・
一
夕
グ
、
『
』
■
・
〃
一
、
『
一
一
・
一
グ
ー
。
、
一
一
・
一
グ
ケ
』
、
一
一
・
■
‐
二
一
、
一
一
・
一
・
一
・
。
、
一
一
・
一
口
毎
Ｆ
、
口
冒
一
・
・
ダ
ウ
・
一
■
■
一
・
ノ
ヴ
、
ロ
■
｜
一
口
二
一
つ
Ｌ
ｐ
ｐ
■
■
″
夕
Ｌ
一
口
■
■
■
■
グ

ー
２
３
４
５
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１

柾
〃
〃
〃
〃
師
〃
〃
〃
〃
〃
〃

日

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

。
４
－
⑧
．
》
の
色
。
⑪
４
４
－
ワ
〃
貝
』
弓
１
ｊ
４
－
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
ワ
０

１
口
▲
戸
恥
哩
《
ｈ
ｕ
４
知
詮
戸
ｎ
Ｊ
、
〆
］
〈
、
〕
ｎ
劃
〉
〈
叩
〕
Ｐ
Ｒ
）
戸
駐
〉
（
ｘ
》

の
べ
》
《
く
》
の
べ
》
の
空
色
（
叩
〉
〈
叩
）
Ｆ
『
〕
芦
【
》
”
〃
。
《
価
〕
《
函
》
〈
師
Ｕ

，
，
，
，
夕
夕
，
，
タ
，
，
ｊ

３
３
３
３
４
４
４
５
５
６
６
７

○
○
一
一
●
○
’
一
ｕ
一
】
’
Ｑ
○
Ｅ
ｕ
ｎ
Ｕ
一
■
■
工
一
。
－
Ⅲ
）
ｎ
．
一
一
一
」
、
一
ｎ
コ
’
一
ワ
ロ
ロ

『
Ⅱ
▲
Ｆ
屋
哩
、
ｊ
如
垂
〆
《
〕
〈
ｘ
ｕ
《
く
り
の
〃
今
Ｆ
【
〕
《
ｕ
〉
ハ
ク
』
庁
〃
０
戸
島
一
》

《
、
》
４
列
錘
毎
Ｊ
。
の
〃
写
ｊ
知
詮
ｎ
『
》
の
グ
全
庁
〃
り
〈
ｕ
》
ｎ
【
》
“
Ⅱ
ユ
ゞ
《
ｈ
ｕ

夕
，
，
３
，
，
？
？
，
，
，
？
，

７
０
３
８
２
５
６
７
４
６
４
２

３
３
７
８
３
７
０
０
３
９
５
４

４
６
２
８
７
３
３
２
１
１
１
１

分
，
夕
，
，
Ｐ
ｐ
，
，
１
分
夕

８
０
５
１
３
８
３
６
９
６
５
７

５
６
６
６
０
８
０
２
０
９
９
０

１
１
１
１
１

Ｑ
二
》
ワ
〃
ワ
０
一
侭
ｕ
貝
』
１
．
《
⑨
全
一
Ｒ
〕
ワ
８
Ｑ
皇
》
１
富
一
⑨
Ｊ

勺
日
エ
勺
８
《
。
Ⅱ
▲
ぐ
Ⅱ
Ｌ
つ
０
４
『
Ⅱ
＆
で
■
ユ
毛
日
且
。
■
且
己
６
ユ
ｎ
〃
］
命
〃
臼

の
一
色
車
“
■
《
（
×
）
１
言
▲
産
』
Ｑ
》
○
色

（
×
〕
心
『
）
《
ｈ
）
九
〃
臼
（
ｘ
〕
《
又
〕
Ｆ
《
》

《
ｎ
Ｖ
〈
叩
》
〈
Ⅲ
〉
心
垂
』
《
く
り
Ｆ
へ
》
〆
、
》

，
フ
サ
ｌ
，
１
，

１
１
１
１
１
１
１

池
唖
郵
邪
迩
馳
認
師
認
芯

14,592,059

16,037,841

14,890,774

4，159，341

3,879,162

4,920,231

4,610,174

4，010，452

3,577,695

3，331，044

《
Ｕ
○
言
》
⑨
色
侭
』
侭
Ｕ
の
色
ワ
Ｉ
、
。

⑩
鑓
廻
だ
鉛
“
“
“

曇
■
’
一
一
侭
〕
１
宮
《
ワ
Ⅱ
・
・
４
’
○
色
ワ
』
ｎ
Ｕ

反
』
兵
Ｕ
侭
、
一
Ｑ
〉
ワ
’
Ｑ
○
鋸
。
Ｑ
Ｊ

Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｒ
ｕ
Ｑ
Ｕ
《
又
》
〈
ｘ
》
。
○
Ｑ
Ｕ

《
一
ｈ
）
、
色
１
■
《
・
つ
Ｊ

Ｆ
（
》
一
周
〕
戸
監
Ｊ
一
局
〕

，
，
，
９

１
１
１
１



(その2）

円

514,052 2,991,6畠'13
円

,372
円

1,871,617
、
■
■
■
■
二
一
Ｆ
、
■
■
■
■
〆
、
■
■
■
ロ
グ
、
画
■
■
〃
夕
込
む
■
■
■
〃
、
画
■
■
■
〃
、
口
■
■
■
ロ
グ
』
己
ロ
■
■
■
〃
〃
、
■
■
ニ
ク
ク
、
■
■
″
夕
、
■
■
■
ロ
グ
、
■
■
■
■
二
一
グ

ー
２
３
４
５
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１

鉦
〃
〃
〃
〃
碗
〃
〃
〃
〃
〃
〃

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

犯
羽
型
お
蛎
幻
記
調
釦
瓢
犯
調

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
８
５
４
２
７
７
８
７
０
９
８

１
１
１
１
１
１

ワ
０
舟
強
Ｑ
Ｊ
、
色
侭
》
〆
、
ｎ
ひ
の
色
ｎ
Ｕ
。
。
⑥
色
１
且

員
Ｊ
《
。
、
舟
詮
１
▲
ワ
８
《
師
》
ワ
今
１
４
兵
』
川
垂
Ｑ
》
兵
Ｊ

●
１
▲
の
八
）
（
ｕ
》
（
ｘ
〕
・
列
強
頁
』
ワ
ー
４
組
侭
Ｕ
ｎ
品
）
４
４
ハ
Ｕ

，
分
り
り
り
ｐ
，
ｐ
，
少
，
，

５
５
４
３
９
３
７
６
３
６
９
．
５

６
２
４
５
１
１
３
２
２
４
８
９

２
５
３
１
８
９
９
９
９
８
７
６

１
３
９
１
１

１
１
１
１
１

一
ｎ
Ｕ
《
一
ｈ
一
幻
４
－
○
ジ
○
ジ
⑥
Ｑ
一
ａ
４
ｌ
の
一
色
・
４
－
Ｏ
○
。
。
］
》
Ｑ
Ｊ

ｎ
勾
丞
《
ｗ
》
（
哩
一
〉
ｎ
叩
）
ｎ
ｘ
）
ロ
バ
五
Ｐ
『
〕
毎
〃
０
再
″
，
。
‘
▲
〃
”
砥
《
』
Ｕ

ｎ
ｘ
）
《
ｘ
）
、
託
）
《
ｕ
》
〈
一
叩
》
〈
ｍ
Ｕ
勺
’
一
（
ソ
タ
一
の
〆
』
戸
屋
Ｊ
《
垂
、
）
〆
一
ｍ
）

３
，
，
，
分
－
９
１

１
１
１
１
１
１
１
１

22,399,582

20,069,807

23,503,824

23,852,345

36,929,932

30,411,255

○
○
［
』
ｌ
▲
《
⑥
１
基
毎
Ｊ
の
色
’
４
〆
◎
○
一
》
侭
』
八
Ｕ

ワ
］
４
４
、
ひ
冗
○
冗
畠
”
Ｉ
ｎ
ｂ
句
。
《
。
の
色
〈
Ｕ
”
Ｉ

ワ
』
《
。
ｏ
己
ｑ
》
元
。
ｌ
《
勺
上
屯
上
勺
１

1,162,400 ○
○
⑨
色
侭
〕
の
色
兵
》
行
Ｉ
誼
土
＠
Ｊ
の
色
Ｑ
・
》
の
色

○
。
ｑ
》
４
４
Ｑ
Ｕ
Ｊ
詮
刈
詮
４
処
４
紐
Ｑ
Ｊ
β
紐
ｎ
ソ

Ｑ
》
⑨
》
Ｑ
〉
。
○
ｎ
Ｕ
Ｑ
》
ｎ
Ｕ
の
色
↑
⑨
色
Ｑ
》
刈
詮

，

，
少
，
，
，

１
１
１
１
１
１

一
国
■
■
ニ
ロ
ニ
ロ
凸
ロ
タ
ー
●
■
一
●
己
寺
一
ロ
グ
一
万
一
●
一
』
ロ
ロ
毎
Ｆ
二
■
毎
宮
口
タ
マ
■
百
ケ

０
０
１
８
２
４
８
７
３
８
９
５

４
５
８
９
５
５
３
４
６
７
９
６

３
６
２
４
３
８
６
０
６
８
７
３

９
１
，
夕
１
９
Ｄ
Ｐ
，
，
ｐ
，

４
５
４
４
９
８
３
３
５
３
４
２

１
１
１
１
２
１
２
３
２
２
２
２

ｑ
》
Ｑ
》
一
冊
一
一
ｎ
コ
’
ｑ
》
－
８
－
《
６
｜
っ
Ｊ
－
３
－
ｎ
一
一
《
ｚ

毎
Ｊ
○
戸
《
Ｕ
”
″
‐
《
ｍ
Ｕ
《
ｘ
Ｕ
”
〃
〃
《
虹
〕
勺
０
▲
○
Ｏ
Ｌ
〈
師
〉
戸
〔
》

の
〃
己
Ｐ
へ
》
。
Ⅱ
壬
一
日
ユ
《
ｈ
〕
の
べ
〕
ハ
叩
〉
〈
叩
〕
④
Ⅱ
△
〈
ｘ
Ｕ
戸
ｈ
）

，
，
，
〃
り
，
，
夕
，
，
分

１
２
７
４
２
１
０
１
０
０
０

９
４
３
３
９
７
７
７
７
６
５

５
６
６
６

2,709,5921129 ワ
日
Ｑ
》
⑨
色
・
二
４
二
ワ
Ｕ
Ｑ
》
・
皇
４
－
ｎ
Ｕ
■
’
一
ワ
Ｉ
ヴ
ー

《
又
〕
刈
竜
刈
延
九
『
》
ワ
ー
ロ
【
》
９
０
《
戸
、
》
川
迅
ワ
ー
の
べ
〕

巨
Ｊ
の
岳
刈
詮
（
〕
》
刈
牡
言
１
▲
《
函
》
（
又
〕
《
叩
》
〈
ｕ
〉
（
又
〕

９
１
ｐ
ｌ
，
Ｐ
９
１
１
９
，

０
５
４
５
８
１
８
５
０
８
８

７
９
３
０
３
６
０
７
４
３
３

５
３
４
９
２
４
５
３
８
９
０

，
，
９
９
，
，
ｌ
ｊ
，
，
，

４
１
１
１
１
１
２
３
１
１
１

2,729,945

2,295,519

2,636,050

4,097,134

848,954

825，080

1，214，388

1，017，822

997,610

993，256

789,136

４
４
５
１
０
０
０
３
８
７

５
１
０
２
７
３
１
２
９
３

り
少
，
〃
分
，
Ｐ
，
リ
，

8,536,357113

9,198,2911114

5,053,985IOC

職
灘
侭
屡
Ｋ
Ｑ
く
悟
進
慧
囚
昼
輩
南
制
唖
溌

35,239,631

37,127,718

31,741,684

30,421,947

30,951,288

45,379,429

1，087，574 182

1,065,08121

916,530121 ,845 1,456

ト
マ

戸



雪
戸

(その3）

駆 虫剤清涼剤婦人薬（煎薬）泌尿及生殖器病薬

年次

方数|個数｜価額|綱領’芳薮~｢眉~薮~｢耐雨T爾l個数｜価額|方数|個数
円

588,126円
利
一
鯛
価
犯
吃
妬
幻
調

６
５
６
８
４
７
７
２

？
？
？
？
弘
孤
弘
躯
砥
叫
砥
砥

７
９
２
３
６
３
２
２

円
９
８
９
５
５
５
７
８

３
５
２
３
４
０
１
８

８
３
９
８
２
９
４
９

１
１
１
１
１
，
，
１

７
．
？
、
７
．
７
．
５
９
２
６
５
６
１
９

３
２
７
３
６
７
９
８

４
１
１
２
１
§
１
１
１

円

949

４
３
１
９
８
２
３
１

１
６
５
３
３
５
３
５

，
３
３
，
，
，
，
，

？
．
？
．
？
．
？
．
配
“
砲
処
弱
妃
調
印

８
５
１
５
１
８
５
７

，
，
，
，
〃
３
夕
９

４
５
６
７
０
６
５
５

１

Ｑ
Ｕ
Ｑ
畳
〉
丘
』
。
》
兵
亘
》
貝
》
ワ
〃
○
色
○
．
》
‐
４
二
一
度
Ｕ
巨
Ｊ

づ
Ⅱ
入
の
之
』
尽
哩
、
》
〉
戸
屋
Ｊ
Ｆ
『
』
〈
叩
》
戸
監
Ｕ
《
ｕ
》
の
ぺ
〕
、
再
》
《
叩
〉

ハ
ベ
》
の
く
》
、
ご
Ｊ
冗
色
の
『
〕
の
二
Ｊ
４
凋
詮
戸
へ
》
‐
ん
毒
一
ｈ
》
Ｐ
Ｒ
》
〆
ｈ
》

◎
０
７
．
－
０
一
己
’
一
⑨
』
⑨
色
“
４
《
ｂ
一
、
７
。
ｑ
》
｜
ワ
。
“
４

（
ｕ
》
冠
■
ユ
ｑ
０
Ｌ
ｑ
Ⅱ
▲
の
唖
》
勺
■
且
・
日
▲
〈
叩
〕
○
八
）
４
釦
出
ｑ
Ⅱ
▲
の
べ
〕

母
Ｉ
具
ｎ
『
》
句
〃
凸
向
司
》
の
べ
》
《
ｕ
》
（
叩
〉
４
列
宝
”
〃
’
《
、
）
の
〃
“
”
″
０

，
，
，
，
，
，
１
８
，
，
，
９

８
１
５
２
６
８
８
８
３
９
５
２

１
３
６
０
９
３
５
３
２
５
８
９

８
２
１
６
４
９
１
３
８
６
０
１

１
，
，
１
９
１
Ｆ
，
９
。
，
９
Ｆ

５
６
７
７
８
７
９
２
８
７
７
８

１

句
色
“
４
一
１
負
〕
頁
》
Ｑ
》
卓
１
１
．
《

毎
〃
〃
４
４
－
《
哩
》
心
〃
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一
九
二
六
年
の
売
薬
製
造
場
数
は
、
五
二
六
に
達
し
、
職
工
数
も
一
三
二
一
人
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
に
比
し
て
相
当
な
増
加
を

承
せ
た
。
品
種
別
で
は
、
感
冒
薬
・
胃
腸
薬
の
生
産
高
が
群
を
抜
い
て
い
る
。
だ
が
、
翌
年
の
売
薬
生
産
高
は
四
一
六
万
円
と
四
分
の
一

近
く
に
激
減
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
初
期
の
不
況
期
を
通
じ
て
大
和
売
薬
の
伸
び
悩
承
が
続
く
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
伸
び
悩
ん
だ
こ
と

は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
激
減
に
は
統
計
上
の
問
題
も
絡
承
合
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
ハ
年
ま
で
は
定
価
額
で
表
示
さ
れ
て
お

り
、
一
九
二
七
年
以
降
は
卸
価
額
に
変
っ
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
当
時
の
新
聞
が
「
昨
年
中
（
一
九
二

七
年
Ｉ
引
用
者
）
に
作
ら
れ
た
各
種
の
薬
は
計
四
百
十
五
万
九
千
三
百
四
十
円
で
、
こ
れ
を
前
年
（
一
九
一
天
年
ｌ
引
用
者
）
の
千
四
百
八
十

九
万
七
百
七
十
四
円
に
比
す
る
と
実
に
驚
威
に
値
す
る
激
減
振
り
で
あ
る
、
こ
の
原
因
は
全
く
昨
年
は
売
薬
調
査
の
基
本
が
卸
売
値
段
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
為
め
で
、
前
年
は
全
く
売
薬
包
紙
に
記
載
さ
れ
た
定
価
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
相
違
で
事
実
は
左
程
の
減
産
で
な
い
と

県
統
計
課
で
は
云
っ
て
い
る
」
（
窯
墾
鯛
酢
蝿
和
）
と
報
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
首
肯
で
き
よ
う
。
売
薬
生
産
価
額
の
表
示
が
大
き
く
変
っ

こ
の
前
後
の
県
内
主
要
工
産
品
の
生
産
額
を
ゑ
て
お
く
と
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
に
売
薬
は
一
六
○
三
万
七
○
○
０
円
で
第
一
位

に
踊
り
出
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
二
位
は
綿
織
物
で
一
二
四
二
万
九
○
○
○
円
、
第
三
位
は
綿
糸
紡
績
で
一
○
四
○
万
二
○
○
○

円
、
第
四
位
は
酒
類
で
五
六
三
万
円
、
第
五
位
は
蚕
糸
類
で
四
一
七
万
七
○
○
○
円
、
第
六
位
は
蚊
帳
で
一
西
二
万
三
○
○
○
円
、
第
七

位
は
メ
リ
ヤ
ス
で
一
四
四
万
九
○
○
○
円
、
第
八
位
は
墨
で
一
三
○
万
一
○
○
○
円
、
第
九
位
は
醤
油
で
一
二
八
万
四
○
○
○
円
、
第
一

○
位
は
釦
で
一
二
四
万
三
○
○
○
円
で
あ
っ
た
（
襟
鴻
雛
鍬
』
）
。
ち
な
象
に
、
一
九
二
年
（
明
治
四
四
）
の
段
階
で
は
、
第
一
位
が
織
物
、

第
二
位
が
綿
糸
紡
績
、
第
三
位
が
酒
類
、
第
四
位
が
売
薬
、
第
五
位
が
木
製
品
で
あ
り
、
売
薬
の
生
産
額
は
一
四
一
万
四
○
○
○
円
で
あ

て
の
大
和
売
薬
業
の
発
展
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

っ
た
雨
蛙
零
細
治
）
。
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第5章恐慌から戦時下への大和売薬

月
〆
拶
易
グ
．
附
．
撒
叩
日
を
易
屠
と
一
メ
ニ
プ
臼
，
に
随
一
三
一
二
ｊ
伍
陥
ユ
ヰ
写
一
子
鴫
工
力
八
五
一
人
と
全
賄
工
瀕
空
α
舜
匹
・
匹
見

を
占
め
て
い
る
。
一
九
二
七
年
は
六
一
・
八
％
、
一
九
二
八
年
は
五
四
・
四
％
、
一
九
二
九
年
は
五
四
・
三
％
、
一
九
三
○
年
は
五
六
・

○
％
、
、
一
九
三
一
年
は
五
七
・
九
％
、
一
九
三
二
年
は
五
七
・
四
％
、
一
九
三
三
年
は
五
七
・
九
％
と
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
労
働

の
中
心
は
男
子
職
工
に
あ
っ
た
。
そ
の
賃
金
は
、
表
２
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
の
製
薬
工
の
平
給
日
給
は
、
一
円
四
六
銭

で
あ
る
。
と
り
わ
け
一
九
三
○
（
昭
和
五
）
年
以
降
の
落
ち
込
承
が
目
立
ち
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
○
）
に
は
八
○
銭
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
賃
金
は
、
化
学
工
業
の
な
か
で
は
、
も
っ
と
も
低
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
農
作
日
傭
、
養
蚕
、
製
茶
、
メ
リ
ヤ
ス
編
み
な
ど
の

男
子
労
働
者
の
賃
金
よ
り
も
低
く
、
女
子
労
働
者
の
そ
れ
よ
り
は
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
製
糸
女
工
、
綿
糸
紡
績
女
工
、
綿
力
織
女
工

ら
の
賃
金
よ
り
は
高
か
っ
た
。
な
お
大
和
売
薬
業
の
零
細
性
は
、
表
３
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
圧
倒
的
に
工
場
法
適
用
外
の
工
場
が
多

生
産
に
従
事
し
て
い
る
‐
一
製
造
場
当
り
の
職
工
数
は
二
・
七
人
と
な
り
、
こ
の
年
の
売
薬
生
産
高
が
三
三
三
万
一
○
○
○
円
で
あ
る
の

で
、
一
製
造
場
当
り
五
八
九
六
円
の
生
産
高
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
売
薬
製
造
業
者
の
多
く
は
零
細
だ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
看
取
さ
れ

る
◎

い
の
で
あ
る
侭
た
だ
工
場
法
適
用
工
場
で
は
、
女
工
の
比
重
が
高
い
の
が
目
立
つ
．

そ
の
後
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
ま
で
の
推
移
を
染
る
と
、
製
造
場
数
は
年
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
況
で
あ
り
、
職
工
数
は
漸
増
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
三
三
年
の
場
合
、
五
六
五
製
造
場
で
一
五
三
八
人
の
職
工
が
売
薬

い
く

た
の
は
ゞ
売
薬
印
紙
税
の
廃
止
が
背
景
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
売
薬
統
計
に
つ
い
て
は
、
後
で
再
び
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た

ェ
石
『
ｎ
層
々
グ
醒
豊
￥
た
“
場
グ
ー
と
ま
刷
呼
に
ニ
ヱ
召
痕
に
貯
舶
耐
三
面
量
匡
』
に
１
日
を
、
と
一
ユ
ノ
一
コ
／
会
与
グ
産
疹
が
宿
差
炉
等
、
零
伺
ｂ
刀
壁
牙
一
“
い
て
一
八
〃
‐
て
壁
牙
一
万
世
も
刀
茜
肺
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表 2 製 薬 工 等 の 賃 金 （ 日 給：

畔
工
附

鴬
－－ －－

年 欲

3)|“
nn円

1．5 ,:810,41脚613%I1斑811%012%711z412曲211%711901晶211男 ,強'0%4
円

1．20
円

1．201927年(昭禾

1928年（〃

1929年（〃

1930年（〃

1931年（〃

1932年（〃

1933年（〃

1934年（〃

1935年（〃

ｊ
ｌ
’
４
’
。
、
’
ｆ

Ｏ
８
７
６
６
６

●
●
■
●
●
Ｇ

１
０
０
０
０
０
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第5章恐慌から戦時下への大和売薬

｜
‐
大
和
売
薬
同
業
組
合
資
料
」
（
定
価
額
）
に
よ
っ
て
、
一
九
二
二
年
（
大
正
二
）
と
一
九
二
九
年

（
昭
和
四
）
の
町
村
別
の
売
薬
生
産
の
推
移
を
ゑ
て
お
く
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
高
市
郡
の
高

取
町
は
、
一
九
二
二
年
の
製
造
場
数
（
製
造
セ
シ
モ
ノ
）
五
七
、
生
産
総
額
二
三
八
万
二
○
○
○
円

で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
二
九
年
に
は
、
同
じ
く
製
造
場
数
七
一
、
生
産
総
額
四
四
一
万
八
○
○
○

円
に
増
加
し
て
い
る
。
船
倉
村
愈
蝿
）
は
、
製
造
場
数
二
六
、
生
産
総
額
五
○
万
九
○
○
○
円
か

ら
製
造
場
数
三
七
（
製
造
セ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
含
ム
）
、
生
産
総
額
一
六
九
万
七
○
○
○
円
に
増
加
し
た
。

南
葛
城
郡
で
は
、
蔦
村
命
誠
赫
市
）
が
第
一
位
で
、
製
造
場
数
二
六
、
生
産
総
額
一
二
六
万
四
○

○
○
円
か
ら
製
造
場
数
三
三
、
生
産
総
額
二
○
八
万
五
○
○
○
円
へ
、
つ
い
で
御
所
町
愈
・
瑠
市
）

は
製
造
場
数
三
○
、
生
総
額
六
三
万
円
か
ら
製
造
場
数
三
四
、
生
産
総
額
一
四
二
万
四
○
○
○
円

へ
、
さ
ら
に
被
上
村
愈
諭
薪
市
）
は
製
造
場
数
三
、
生
産
総
額
四
九
万
八
○
○
○
円
か
ら
製
造

場
数
一
西
、
生
産
総
額
六
七
万
六
○
○
○
円
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
（
螺
鳩
鑑
灘
潅
畿
遡
。

と
と
も
あ
れ
、
昭
和
初
期
の
不
況
で
伸
び
悩
象
は
あ
っ
た
も
の
の
、
売
薬
印
紙
税
の
廃
止
が
大
和
売

葛
城
郡
の
二
三
で
あ
り
、
こ
の
両
郡
で
五
七
一
％
を
占
め
て
い
る
。
第
三
位
は
吉
野
郡
で
六
四
、

さ
ら
に
磯
城
郡
の
三
六
が
続
い
て
い
る
。
売
薬
生
産
高
（
定
価
額
）
で
は
、
高
市
郡
が
八
二
八
万
四

○
○
○
円
で
第
一
位
、
第
二
位
は
南
蔦
城
郡
の
四
三
八
万
九
○
○
○
円
で
あ
り
、
こ
の
両
郡
で
八

五
％
を
占
め
て
い
る
。
第
三
位
は
磯
城
郡
で
一
七
三
万
一
○
○
○
円
、
そ
し
て
吉
野
郡
の
二
万

九
○
○
○
円
が
こ
れ
に
続
い
た
。

表 3 製薬業の工場規模

用
数場

適
工 ÷|潔|蔦芸f誰

職 工数

年 次

|男’総数

1927年(昭和5）’
1933年（〃8）’

1936年（〃11）’

８
６
７

１ 銘
娼
諏

１

１
３
１
２

33 ＠
Ｊ
Ｑ
》
。
』
》

１ 20 5263

13 10

7

27 20

2016 24
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薬
業
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
新
聞
は
一
‐
木
綿
の
町
か
ら
売
薬
の
町
に
変
る
Ｉ
御
所
町
最
近
の
趨
勢
ｌ
」

と
し
て
、
「
…
…
木
綿
の
町
も
今
は
救
済
の
道
が
な
く
な
っ
た
か
の
感
が
あ
る
。
売
薬
界
は
漸
次
進
達
し
て
行
く
ば
か
り
で
早
晩
売
薬
の

町
に
一
変
す
る
の
で
は
な
が
ら
う
か
と
思
は
れ
売
子
の
数
も
多
い
。
し
か
し
売
薬
の
好
況
で
町
の
景
況
は
回
復
せ
ず
…
…
」
（
銀
》
鴫
蝿
認
塑

弄
び
醒
迩
と
報
じ
て
い
る
。
売
薬
の
町
と
し
て
の
活
況
を
展
望
し
て
い
る
も
の
の
、
不
況
下
の
た
め
、
銀
行
関
係
者
は
御
所
町
（
嫡
輸
）
の
景

況
回
復
に
は
い
た
ら
な
い
と
慎
重
な
見
方
を
し
て
い
た
。

売
薬
営
業
者

と
そ
の
業
況

昭
和
初
期
に
お
け
る
大
和
売
薬
業
界
の
諸
事
情
を
象

一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
七
年
間
で
、
と

配置販売員の旅姿

ゐ
諸
事
情
を
象
よ
う
。
営
業
者
数
な
ど
の
推
移
は
、
表
４
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
年
間
で
、
と
く
に
請
け
売
り
業
者
と
売
薬
行
商
人
の
増
加
が
顕
著
で
あ
っ

た
。
前
者
は
五
三
七
人
増
加
、
後
者
は
ほ
ぼ
倍
増
し
、
四
万
九
五
○
○
人
弱
に

達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
売
薬
行
商
人
の
増
加
は
、
ま
さ
に
昭
和
恐
慌
の
影

響
を
反
映
し
て
い
る
と
ゑ
て
よ
か
ろ
う
。
表
中
の
製
造
は
、
売
薬
製
造
業
お
よ

び
売
薬
製
造
兼
請
売
業
（
「
売
子
兼
製
造
」
）
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
後
者
、

つ
ま
り
売
薬
営
業
者
の
比
重
が
高
い
の
が
大
和
売
薬
の
特
徴
で
あ
る
。
ち
な
象

に
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
組
合
員
は
、
営
業
別
に
承
て
売
薬
製
造
業
、
売
薬

製
造
兼
請
売
業
、
売
薬
請
売
業
の
三
者
か
ら
な
る
。
前
二
者
を
合
わ
せ
て
、
売

業
営
業
者
と
も
い
わ
れ
る
。
一
○
○
○
人
に
近
く
が
こ
れ
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
売
薬
統
計
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
三
三
年
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第5章恐慌から戦時下への大和売薬

に
続
け
て
、
奥
村
正
信
は
一
‐
…
…
ド
コ
カ
ラ
計
算
シ
テ
モ
四
万
人
ト
云
う
モ
ノ
ハ
出

ナ
イ
、
強
イ
テ
四
万
人
ト
イ
フ
コ
ト
デ
ァ
レ
バ
、
本
県
ノ
売
薬
行
商
人
届
済
証
下
付

員
数
ガ
或
ハ
四
万
人
ヲ
突
破
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ァ
リ
マ
セ
ウ
」
と
発
言
し
、
奈
良
県
統

計
課
の
独
自
性
の
無
さ
を
訴
え
て
い
る
（
翻
耐
諜
零
宝
罪
桧
調
惑
聖
。

売
薬
印
紙
税
廃
止
前
後
の
業
況
変
化
は
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
『
大
正
十
五
昭

和
元
年
度
の
業
務
成
績
報
告
書
』
醗
率
藻
鯉
躍
砿
胴
組
）
に
よ
る
と
、
「
廃
税
二
依
ル
新
旧

品
交
換
二
依
ル
モ
ノ
ト
廃
税
直
後
新
拡
張
ト
ー
依
り
激
増
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
、
今
直

二
健
全
ナ
ル
発
達
ナ
リ
ト
見
ル
能
ハ
ズ
」
と
い
う
。
組
合
で
は
、
緊
急
役
員
会
を
開

い
て
、
廃
税
に
よ
る
「
定
価
一
割
引
下
」
を
決
議
し
た
。
し
か
し
、
十
分
に
実
現
さ

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
業
界
の
長
老
増
田
弥
内
は
、
売
薬
印
紙
税
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
で
、
「
営
業
は
大
変
に
楽
に
な
り
、
業
績
も
よ
く
な
っ
た
と
信
じ
て
い
る
」

（
燕
熟
嘩
埼
蕊
穂
華
醗
認
睡
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
が
、
印
紙
税
に
代
っ
て
、
組
合

で
は
定
価
別
に
分
類
し
た
証
紙
を
発
行
し
、
こ
れ
を
貼
ら
な
い
と
売
れ
な
い
制
度
を

（
昭
和
八
）
一
二
月
の
奈
良
県
会
で
、
い
わ
ぱ
業
界
代
表
の
奥
村
正
信
は
一
‐
行
商
人
ノ
数
が
四
万
九
百
八
十
人
ト
御
発
表
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
、

併
シ
是
〈
実
際
二
於
テ
一
万
三
千
人
ノ
上
一
天
出
ナ
イ
ト
考
へ
ル
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
コ
ノ
開
キ
ガ
極
メ
テ
大
キ
イ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
…
…

何
処
ヲ
御
調
ペ
ニ
ナ
ッ
タ
カ
ヲ
御
尋
ネ
致
シ
タ
イ
」
と
質
問
し
て
い
る
。
発
言
は
も
っ
と
多
方
面
に
わ
た
っ
た
が
、
行
商
人
の
数
に
つ
い

て
の
奈
良
県
側
回
答
は
、
一
‐
是
〈
内
務
省
ノ
衛
生
局
ノ
方
ノ
統
計
二
公
表
サ
レ
テ
居
ル
モ
ノ
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
掲
載
シ
ダ
」
と
あ
る
。
さ
ら

表4大和売薬等の営業者数

…|製蕊鍵’薬種商

、
』
■
画
ノ
、
こ
■
ニ
グ
、
国
■
国
ノ
、
■
国
ノ
、
ロ
■
ノ
、
』
■
ノ
、
ロ
■
ニ
グ
、
ロ
国
■
ノ

５
２
３
４
５
６
７
８

１柾
蹄
〃
〃
〃
〃
〃
〃

く
く
く
く
く
く
く
く

昨
祥
奔
蜂
畔
嘩
琴
蜂

２
２
２
２
３
３
３
３

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１

３
２
２
４
４
８
８
４

４
４
４
４
４
５
５
５

Ｑ
》
の
色
ｑ
》
〈
Ｕ
《
○
ｑ
》
Ｑ
リ
ハ
Ｕ

の
島
川
詮
４
４
局
Ｊ
Ｐ
Ｄ
《
⑨
ｑ
》
（
Ｕ

Ｑ
》
ｑ
》
Ｑ
》
ｑ
》
Ｑ
》
Ｑ
》
Ｑ
》
〈
Ｕ９

１

2,742 25,280＠
・
》
ｎ
Ｕ
《
、
《
０
〈
ｘ
〉
⑪
色
⑥
色
〈
Ｕ

ｑ
０
ユ
ハ
畠
１
ユ
勺
０
一
一
１
入
ワ
会
の
色
⑨
白

2,823 30,957

2，846 35,422

2,887 37,210

2,942 40,098

3,124 42,937

3，213 46,715

49,4973，279
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ま
た
一
九
二
六
年
に
二
代
目
覚
次
郎
を
襲
名
し
た
森
本
製
薬
社
長
の
森
本
覚
次
郎
は
、
一
・
．
経
営
者
に
な
っ
て
初
め
て
の
大
仕
事
は
、
印

紙
税
廃
止
後
の
処
理
だ
っ
た
。
印
紙
税
の
半
額
が
戻
さ
れ
る
の
で
、
配
置
し
て
あ
る
薬
を
全
部
回
収
し
て
、
新
し
い
の
を
発
送
す
る
の
で

あ
る
。
…
…
工
場
の
従
業
員
、
家
族
が
昼
夜
兼
行
の
三
交
替
で
、
半
年
以
上
も
か
か
っ
た
。
…
…
大
変
な
手
数
だ
っ
た
が
、
先
払
い
の
印

紙
税
の
半
額
が
戻
っ
て
き
た
。
県
内
の
総
額
は
六
十
三
万
円
に
達
し
た
。
…
…
こ
の
還
付
金
が
刺
激
に
な
っ
て
、
昭
和
初
期
の
大
拡
張
が

始
ま
り
、
活
況
を
呈
し
て
く
る
」
（
噸
、
齢
蕊
蕊
汗
義
鴎
）
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
貴
重
な
証
言
で
あ
ろ
う
。

売
薬
の
販
売
は
、
い
わ
ゆ
る
行
商
形
態
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
信
用
が
大
切
で
あ
る
か
ら
、
不
良
行
商
人
・
使
用
人
の
取
り
締
り
に
は

か
な
り
苦
慮
し
た
。
一
九
二
八
年
か
ら
、
販
売
行
商
員
指
導
育
成
の
短
期
講
習
会
が
定
期
的
に
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
薬

そ
の
も
の
の
効
能
宣
伝
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
な
に
よ
り
も
商
業
道
徳
を
重
ん
じ
た
販
売
員
の
誠
意
が
顧
客
に
通
じ
る
も
の
だ
と
説
か
れ
た

ら
し
い
。
第
一
回
の
講
習
修
了
者
は
五
三
人
に
も
の
ぼ
っ
た
蕊
溺
謹
蕊
）
。

一
九
二
七
年
度
の
組
合
報
告
で
も
、
と
く
に
新
規
製
品
な
ど
の
定
価
は

薬
定
価
の
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
燕
蝿
鴎
認
識
津
癖
遜
。

（
曜
啄
鱈
霊
解
誤
賜
）

採
用
し
た
。
一
二
種
の
定
価
別
証
紙
を
発
行
し
、
証
紙
の
購
入
高
で
、
各
メ
ー
カ
ー
別
の
生
産
高
を
計
算
す
る
し
く
ゑ
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
各
メ
ー
カ
ー
の
生
産
高
を
明
確
に
す
る
の
は
、
組
合
費
な
ど
の
負
担
を
公
平
に
す
る
た
め
だ
っ
た
と
も
い
う
緬
嘩
諏
鋤
蝿
難
）
。
一
部

に
は
、
組
合
証
紙
の
撤
廃
運
動
を
起
こ
す
動
き
が
ゑ
ら
れ
た
り
も
し
た
。
さ
ら
に
売
薬
印
紙
税
廃
止
に
関
連
し
て
、
業
界
長
老
の
上
西
音

次
郎
は
、
「
廃
止
後
は
一
段
と
発
展
し
て
い
く
の
だ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
印
紙
税
に
相
当
す
る
分
だ
け
定
価
が
安
く
な
る
べ
き
だ
が
、

た
い
て
い
の
薬
は
、
改
正
定
価
と
改
称
す
る
だ
け
で
、
旧
定
価
の
値
段
を
つ
け
て
い
た
。
値
下
げ
し
た
の
は
一
部
の
業
者
だ
け
だ
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
。と

く
に
新
規
製
品
な
ど
の
定
価
は
高
す
ぎ
る
た
め
、
不
当
乱
売
の
弊
を
引
き
起
こ
す
と
し
て
、
売
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第5章恐慌から戦時下への大和売薬

こ
れ
に
関
連
し
て
、
売
薬
製
剤
の
資
格
な
ど
に
つ
い
て
ぶ
て
お
き
た
い
。
表
５
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
六
月
末
段
階
に
お
け
る

薬
種
別
・
製
造
資
格
別
の
売
薬
方
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
四
・
四
％
が
従
来
か
ら
の
営
業
者
で
占
め
ら
れ
て

い
る
。
薬
剤
師
が
一
五
・
二
％
、
薬
剤
師
使
用
は
二
三
・
二
％
で
あ
り
、
無
資
格
者
は
わ
ず
か
○
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
売
薬
製
剤
の
資
格
者
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
問
わ
れ
る
の
は
そ
の
姿
勢
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ

売
薬
営
業
者
総
数
で
承
れ
ば
、
も
う
少
し
違
っ
た
結
果
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
が
、
一
九
二

七
年
度
の
同
県
売
薬
営
業
者
総
数
一
四
七
一
人
を
対
象
に
、
売
薬
調
剤
上
の
資
格
問
題
を
論
じ
、
こ
う
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
「
法
第
二
十
四
条
資
格
者
が
九
一
四
人
と
も
っ
と
も
多
く
、
つ
い
で
三
一
○
人
の
無
資
格
者
、
薬
剤
師
を
使
用
す
る
も
の
一
○
六

人
、
薬
剤
師
の
七
一
人
、
医
師
三
九
人
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
無
資
格
者
、
不
明
あ
わ
せ
て
三
三
五
人
が
売
薬
の
調
剤
に
従
事
し
て
い
る
。

総
数
の
約
一
三
％
に
達
し
売
薬
営
業
者
の
四
人
に
一
人
が
無
資
格
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
調
剤
上
で
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
」
霊
鑓
迅
と
。

当
時
製
薬
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
調
剤
責
任
者
と
し
て
薬
剤
師
を
招
聴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
費
用
の
関
係
か
ら
薬
剤
師
の
名
義

一
一
九
二
一
八
年
（
昭
和
三
）
一
二
月
、
大
和
売
薬
に
は
不
良
品
が
あ
る
と
の
苦
情
が
他
府
県
か
ら
出
た
。
奈
良
県
衛
生
課
な
ど
へ
投
書
が

舞
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
質
の
良
く
な
い
も
の
が
あ
る
、
高
貴
薬
の
分
量
を
少
な
く
し
て
い
る
、
薬
効
の
少
な
い
薬
を
多

く
入
れ
て
分
量
を
増
や
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
不
満
か
ら
だ
っ
た
。
大
和
売
薬
の
声
価
を
落
さ
ぬ
た
め
に
は
取
り
締
り
を
厳
重
に
す
る
必

要
が
あ
っ
た
が
、
奈
良
県
庁
技
師
の
談
話
を
ゑ
て
も
、
「
業
者
の
う
ち
大
規
模
の
も
の
は
年
中
製
作
、
だ
が
売
子
兼
製
造
と
い
う
の
が
大

部
分
ゆ
え
、
製
造
期
間
の
短
い
も
の
多
し
、
こ
れ
ら
へ
の
取
締
り
困
難
な
り
」
（
鐸
翁
裂
耐
地
二
）
と
あ
る
。
確
か
に
不
心
得
な
製
造
業
者

が
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
し
か
も
方
数
が
多
く
、
そ
の
取
り
締
り
に
苦
慮
し
た
よ
う
で
あ
る
。
結
局
は
業
者
の
自
覚
に
待
つ
ほ
か
な

か
つ
た
。
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表5薬種別・製造資格別売薬方数（1931年6月）

|薬剤師
従来
営業

人
諏
銅
刻
加
弘
花
銘
７
４
８
５
１
０
０
８
８
７
６
８
９
７
２
８
８
７
４
３
４

９
８
７
５
１
６
６
９
９
６
４
３
３
３
２
２
２
０

９
８
８
§
７
６
５
４
３
３
２
２
１
１
１

９
１

１
１

胃腸薬

感冒薬

駆虫剤

感応奇応丸

清涼剤

婦人煎 薬

通経剤

婦人薬睦球

咳呼吸器薬

頭痛歯痛薬

脅剤

六神丸

花柳病薬

眼薬 ・

皮間病薬

強壮薬

神経痛 薬

脳神経薬

肺病薬

家 畜売薬

脚気薬

泌尿生殖器

創薬

心臓血行薬

願病薬

薬湯

発毛剤

其他

８
４
５
３
８
３
９
７
鴫
両
皿
諏
“
鑓
“
茄
闘
釧
昭
肥
釦
８
４
７
５
加
一
銘

３
４
０
４
０
０
２
１

０
１
５
４
４
３
２
１
２
１

１
１

１
１

７
０
４
６
０
１
３

３
１
８
３
４
５
２

３
２

臣
Ｊ
１
Ｌ
Ｅ
Ｊ
３
上
命
乙
虞
Ｕ
｜
｜
の
三
色
一
一
一
で
八
一
１
＆
’
一
．
’
一
一
一
１
八
一
１
且
一
１
人
－
１
土

啄
Ｊ
虞
Ｕ
毎
Ｏ
制
凡
、
ソ
○
０
勺
且
一
Ｑ
Ｊ
⑨
色
虞
ｖ
ａ
Ｌ
Ｑ
》
Ｑ
Ｊ
の
色
産
Ｕ
貝
Ｊ
１
八
一
一
○
色
一
一
一
一
令
上
一
ワ
Ｉ

８
３
１
２
２
２

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
通
一
一
一
一
．
一
一
一
一

４
０
８
１
４
５
２
一
週
吃
”
２
５
６
０
２
６
５
ｍ
一
２
４
４
４
１
一
一
９

４
３

６
２
４
８
１
３
３
－
詔
碗
陀
的
妬
”
灯
妬
９
８
６
８
６
１
４
２
－
１
－
３

２
２
０
９
１
６

４
４
．
２
１
２
１

■■■■■■

－
３
’
－
０
－
０
－
－
２
－
－
５
－
一
川
一
’
４
’
○
○
・
４
－
１
－
Ｑ
一
》

ワ
タ
Ｑ
》
守
り
○
色
○
Ｏ
雲
一
度
ｕ
ワ
Ｉ
○
全
○
台
廿
八

１

I■■■■■

ワ
ー
Ｒ
ｕ
侭
Ｕ
‐
皿
喜
一
１
《
１
入
ｑ
）
○
色

１

１

５

合 計’5,0801,4242,16924013305389，339

注『奈良県薬梁史』資料鯛.V統計12頁「大和売薬同業組合費料｣，なお合計はあわないと
ころもあるが，原蛮料のままとした
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薬
削
除
し
て
、
さ
ら
に
使
用
を
除
く
一

幸
元榊

主
務
省
の
判
断
で
、
結
局
は
得
意
住

や
右
の
課
税
問
題
、
さ
ら
に
は
圭
空

軒
で
売
薬
行
商
人
大
会
が
開
催
さ
れ
《

戦ら
売
薬
行
商
人
大
会
決
議
文

、輝
一
売
薬
行
商
届
済
証
改
正
二
関
ス
北

恐
一
県
立
売
薬
商
業
学
校
ノ
設
立
星

章
一
売
薬
行
商
人
二
対
ス
ル
昭
和
一
産

５第
一
売
薬
製
造
家
ノ
製
剤
違
反
二
対
）

売
薬
配
置
税
と
大
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
、
売
薬
行
商
人
に
対
し
、
県
税
営
業
（
収
益
）
税
を
新
た
に
賦
課
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。

和
売
薬
同
業
組
合
ま
た
翌
年
度
か
ら
売
薬
配
置
税
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
初
奈
良
県
は
、
㈲
売
薬
営
業
者
同
請
売
営
業
者

一
人
に
つ
き
年
額
五
円
、
口
使
用
人
た
る
売
子
一
人
に
つ
き
同
一
円
、
日
そ
の
他
の
売
子
一
人
に
つ
き
同
二
円
を
課
税
す
る
予
定
だ
っ

た
。
大
和
売
薬
同
業
組
合
で
は
、
不
合
理
な
課
税
と
し
て
撤
廃
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
の
業
者
一
人
に
つ
き
三
円
、
口
伺
は

削
除
し
て
、
さ
ら
に
使
用
を
除
く
売
子
、
つ
ま
り
得
意
持
ち
売
子
（
行
商
人
）
の
承
に
二
円
を
課
税
す
る
こ
と
に
県
会
の
議
決
を
み
た
が
、

主
務
省
の
判
断
で
、
結
局
は
得
意
持
ち
行
商
人
の
承
年
額
二
円
課
税
と
決
定
し
た
の
で
あ
る
諭
篭
蕊
癖
譲
灘
蕊
韓
』
、
）
。

右
の
課
税
問
題
、
さ
ら
に
は
売
薬
行
商
人
の
資
質
向
上
、
そ
の
他
斯
業
の
発
展
を
め
ざ
し
て
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
三
月
奈
良
市

で
売
薬
行
商
人
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
会
の
決
議
事
項
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
諭
函
銀
婦
冶
季
翻
硫
嘩
垂
達
。

力
取
締
る
」
（

と
で
あ
っ
た
。

借
用
が
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
一
る
。
だ
が
、
こ
の
慣
例
は
弊
害
が
あ
り
、
薬
剤
師
の
名
義
貸
し
に
は
制
限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
従
来
、
奈
良
県
内
で
あ
る
と
、
薬
剤
師
は
一
人
で
三
か
所
ま
で
名
義
を
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
程
に
な
っ
て
い
た
が
、

「
今
度
は
歩
行
距
離
二
里
、
汽
車
電
車
便
な
ら
ば
二
十
哩
と
い
ふ
制
限
を
加
え
る
な
ど
、
そ
の
他
細
目
に
制
限
を
加
へ
不
良
製
薬
者
を
極

力
取
締
る
」
（
鴎
蕊
珊
論
蝿
遡
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
売
薬
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
○
年
九
月
の
こ

一
売
薬
行
商
届
済
証
改
正
二
関
ス
ル
件
速
カ
ニ

ル
昭
和
二
年
度
ノ
営
業
収
益
税
ノ
課
税
反
対
並
二
配
置
税
ノ
撤
廃
ヲ
期
ス

違
反
二
対
シ
大
和
売
薬
同
業
組
合
二
於
テ
相
当
ノ
処
分
制
裁
セ
ラ
ル
、
様
定
款
二
明
示
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
要
望
ス

ヲ
要
望
ス

実
行
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
要
望
ス
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売
薬
配
置
税
は
、
一
九
二
九
年
の
奈
良
県
会
で
一
人
年
額
二
円
を
一
円
に
改
め
雇
売
子
に
い
た
る
ま
で
拡
大
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

た
が
、
こ
れ
ら
奈
良
県
の
方
針
に
対
し
、
組
合
は
反
対
陳
情
を
お
こ
な
い
、
従
来
ど
お
り
に
な
っ
た
と
い
う
緬
銅
鴎
認
銅
錘
》
翌
。
さ
ら
に
、
大

和
売
薬
同
業
組
合
で
は
、
一
九
三
一
、
三
二
両
年
度
に
売
薬
配
置
税
撤
廃
の
陳
情
書
を
奈
良
県
会
に
提
出
し
た
。
つ
ぎ
に
一
九
三
一
年
の

陳
情
書
を
掲
げ
る
が
、
富
山
・
佐
賀
両
県
の
助
成
策
を
例
に
出
し
、
そ
の
撤
廃
を
願
い
出
た
こ
と
が
わ
か
る
繍
鯛
｛
諜
溌
螺
率
搬
聴
）
。
奈

良
県
会
で
は
、
後
述
の
と
お
り
、
い
わ
ば
業
界
代
表
と
も
い
え
る
県
会
議
員
た
ち
が
盛
ん
に
反
対
の
論
陣
を
張
っ
た
の
で
あ
る
。

本
県
特
殊
物
産
ダ
ル
売
薬
〈
、
近
来
著
シ
ク
発
展
シ
タ
リ
ト
錐
モ
、
ソ
ハ
全
ク
皮
相
ノ
観
ニ
シ
テ
先
進
富
山
後
進
滋
賀
、
佐
賀
其
他
各
府
県
売
薬
二
圧
迫

ヲ
加
ヘ
ラ
レ
ッ
、
ア
リ
、
之
レ
カ
真
ノ
発
達
ヲ
遂
ケ
ン
カ
為
メ
ー
ス
更
二
大
ナ
ル
努
力
ヲ
要
ス
ル
ノ
秋
ナ
リ
ト
ス
、
而
シ
テ
近
年
他
府
県
当
局
ノ
商
工
奨

励
殊
二
売
薬
二
対
ス
ル
状
態
ヲ
按
ス
ル
ニ
、
富
山
県
二
於
テ
ハ
組
合
施
設
二
対
シ
毎
年
弐
千
五
百
円
ノ
補
助
金
ヲ
交
付
セ
ラ
レ
、
本
年
度
ノ
如
キ
地
方
財

政
ノ
緊
縮
ニ
モ
不
拘
一
千
八
百
七
拾
五
円
ヲ
、
又
年
産
額
僅
二
参
百
円
二
過
ギ
サ
ル
佐
賀
県
二
於
テ
ハ
本
年
四
月
臨
時
奨
励
金
一
千
円
ヲ
又
継
続
的
補
助

金
ト
シ
テ
一
千
円
計
弐
千
円
ヲ
交
付
シ
、
専
ラ
之
ヵ
奨
励
保
護
ヲ
加
ヘ
ラ
レ
ッ
、
ア
リ

然
ル
ー
本
県
〈
全
国
中
其
ノ
類
例
ヲ
見
サ
ル
不
当
不
合
理
ナ
ル
売
薬
配
置
税
ヲ
今
尚
課
税
セ
ラ
ル
、
事
〈
、
本
県
主
要
産
業
ノ
進
展
ヲ
阻
害
ス
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
打
続
ク
不
況
二
端
ク
当
業
者
及
同
家
族
井
二
之
力
関
係
従
業
者
等
数
万
人
ノ
生
活
二
甚
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ポ
シ
、
延
テ
ハ
ソ
ノ
福
利
増
進
ヲ
害
ス
ル

昭
和
三
年
以
来
収
益
ノ
有
無
多
寡
二
拘
ラ
ズ
売
薬
行
商
人
一
人
二
付
キ
年
額
金
弐
円
ヲ
賦
課
セ
ラ
レ
ッ
、
ア
ル
売
薬
配
置
税
〈
甚
ダ
不
合
理
二

不
当
ナ
ル
課
税
卜
被
存
候
条
、
速
カ
ニ
撤
廃
方
御
配
慮
被
成
下
度
弦
二
理
由
ヲ
具
申
シ
以
テ
陳
情
仕
候
也

不
当
ナ
ル
課
税
卜
被
存
候
条
、

理
、
由

本
県
特
殊
物
産
ダ
ル
売
薬
〈
、

殊
二
本
年
六
月
五
日
内
務
省
地
方
税
制
整
理
二
於
ケ
ル
地
方
局
議
ノ
結
果
、
売
薬
配
置
税
ハ
非
社
会
政
策
的
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
廃
止
二
内
定
セ
ラ
レ
タ
ル

モ
ノ
大
ナ
リ
ト
信
ス

陳
情
瀞

大
和
売
薬
同
業
組
合

シ
テ
、
且
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第5章恐慌から戦時下への大和売薬

一
九
二
七
年
、
第
七
回
全
国
売
薬
業
団
体
連
合
会
大
会
が
奈
良
で
開
催
さ
れ
た
が
、
実
は
大
和
売
薬
同
業
組
合
か
ら
、

済
証
記
載
事
項
中
、
方
名
省
略
ヲ
本
会
ヲ
経
テ
当
局
二
請
願
ノ
件
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
売
薬
届
済
証
と
い
う
の
は
、

人
身
分
証
明
書
で
あ
り
、
同
時
に
無
免
許
売
薬
を
取
り
締
る
こ
と
を
目
的
に
方
名
記
入
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
前

二
灰
聞
ス
ル
モ
本
税
ノ
悪
税
ダ
ル
『
一
ト
ヲ
最
モ
雄
弁
二
物
語
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候

翼
ク
ハ
貴
職
ノ
御
清
鑑
二
依
り
本
県
産
業
発
展
ノ
タ
メ
之
力
撤
廃
方
御
配
慮
被
成
下
度
奉
梱
願
候
謹
言

昭
和
六
年
十
一
月
二
十
四
日

第7回全国売薬業団体連合会大会記念誌

ス
、
．
…
・
・
併
シ
ナ
ガ
ラ
、
日
進
ノ
時
勢
二
伴
上
一
軍
シ
テ
、
ソ
ノ
製
造
ノ
技
術
或
〈
従
業
者

ノ
人
格
ノ
向
上
、
或
ハ
各
業
者
間
ノ
互
譲
協
定
ノ
団
体
的
組
織
ト
イ
フ
ャ
ウ
ナ
、
之
等
ノ

点
二
関
シ
マ
シ
テ
ハ
尚
ホ
幾
多
ノ
改
善
ヲ
施
コ
ス
ベ
キ
余
地
が
存
シ
テ
居
ル
コ
ト
ト
考
ヘ

マ
ご
と
述
べ
て
い
る
（
噸
鍋
裁
識
鎚
薮
諦
）
。
当
時
の
大
和
売
薬
業
界
の
問
題
点
を
い
ゑ

じ
く
も
指
摘
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

を
取
り
締
る
こ
と
を
目
的
に
方
名
記
入
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
前
者
だ
け
で
十
分

で
あ
り
、
後
者
、
つ
ま
り
所
持
す
る
売
薬
免
許
の
有
無
を
証
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
方
名

を
記
入
す
る
こ
と
は
、
業
界
の
実
情
か
ら
象
て
何
か
と
不
便
、
煩
雑
だ
か
ら
省
略
を
意
図

し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
大
会
で
即
決
可
決
さ
れ
た
が
、
他
方
大
会
開
催
に
あ
た

り
、
百
済
文
輔
奈
良
県
知
事
は
挨
拶
の
一
節
で
「
本
県
〈
全
国
中
有
数
ナ
ル
売
薬
生
産
地

デ
ァ
リ
マ
シ
テ
ソ
ノ
産
額
ハ
約
二
千
万
円
（
定
価
額
ｌ
引
用
者
）
ニ
達
ス
ル
状
況
デ
ア
リ
マ

大
和
売
薬
同
業
組
合

組
長
中
嶋
太
兵
衛

「
売
薬
行
商
届

い
わ
ゆ
る
行
商
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